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Ⅰ 研究の経緯 

１ 昨年度までの研究 

東雲小学校・東雲中学校では，平成 27 年度より，「『グローバル時代をきりひらく資質・能力』を

培う教育の創造」をテーマに設定し実践研究を進めてきていた。先行研究や先進校の取り組み，本校

の教育目標の分析から，「グローバル時代をきりひらく資質・能力」として主体性・協働性・多様性と

いう３つをキー・コンセプトとして抽出した。 

また，本校では，「グローバル時代をきりひらく資質・能力」を「さまざまな文化や価値観を理解し

認め合いながら，自分の考えを明確にして問題を解決する力」と定義し，子どもたちの主体性・協働

性・多様性を実現させることが，子どもたちの「グローバル時代をきりひらく資質・能力」が育った

姿であると捉えた。その主体性・協働性・多様性を育成する学習方略として，協働的問題解決を取り

上げ，理科授業を通して協働的問題解決を効果的に遂行するための方法を明らかにした。具体的には，

習得した知識を活用する場面を設定して繰り返すこと，観察・実験の計画において，各班で考案した

観察・実験の内容を交流させて実験の意味を議論させることの２点が，協働的問題解決を生起させる

授業の展開例として挙げることができる。 

平成29年度からは各教科で小学校から中学校の教育を通して，めざす子ども像を具体的に設定し，

「学びを豊かにする授業」をキーワードとして，指導方法および学習内容について研究を続けてきた。

なお，本校がめざす「学びの豊かさ」とは，「子どもたちの主体性・協働性・多様性が相互に影響しな

がらめざす子ども像に迫っていく状態」と定義した。本校理科部で設定した，めざす子ども像を以下

に示す。 

理科におけるめざす子ども像 

・自然事象についての理解が深まっており，科学的概念が形成されている子ども。 

・多様な事象に対して，科学的概念を総合的に活用して協働的に問題を解決できる子ども。 

・自然事象について科学的に探究する能力・意欲がある子ども。 

・主体的にかつ科学的視点をもって新たな問題を見つける子ども。 

これらのめざす子ども像は，「グローバル時代をきりひらく資質・能力」である主体性・協働性・多

様性と，平成 29 年改訂の学習指導要領で示された資質・能力（知識・技能，思考力・判断力・表現力

等，学びに向かう力・人間性等）を基に設定した。 

 知識・技能 思考力・判断力・表現力等 学びに向かう力・人間性等 

 自然の事物・現象に対す

る概念や原理・法則の理

解，科学的探究や問題解

決に必要な観察・実験等

の技能等 

科学的な探究能力や問題解決能力等 主体的に探究しようとしたり，問題解決し

ようとしたりする態度など 

中

学

校 

○概念や原理・法則の基

本的な理解 

○科学的探究の基本的な

理解 

○探究に必要な観察・実

験等の基礎的な技能 

○問題を見いだし課題や仮説を設定

する力 

○計画を立て，観察・実験する力 

○結果を分析，解釈する等科学的に探

究する力や根拠を基に表現する力 

○妥当性を検討するなど総合的に振

り返る力 

・自然を敬い，進んでかかわる態度 

・粘り強く挑戦する態度 

・日常生活との関連，科学の面白さや有用

性の気づき 

・科学的根拠に基づき判断する態度 

・問題解決の力等を活用しようとする態度 



小

学

校 

○概念や性質・規則性の

理解 

○理科を学ぶ意義の理解 

○ 問 題 解 決 に 必 要 な 観

察・実験等の基礎的な

技能 

６年…多面的に分析し考察して，より

妥当な考えをつくりだす力 

５年…予想や仮説をもとに解決の方

法を発想する力 

４年…既習事項や生活経験をもとに

根拠のある予想や仮説を発想する力 

３年…差異点や共通点に気づき問題

を見いだす力 

・自然に親しみ，生命を尊重する態度 

・くじけずに挑戦する態度 

・科学の面白さ 

・根拠に基づき判断する態度 

・妥当性を検討する態度 

・知識・技能を日常生活等に適用する態度 

・多面的，総合的な視点から自分の考えを

改善する態度 

 

また，本校理科部では，「学びを豊かにする授業」を以下のように設定した。 

理科における学びを豊かにする授業 

既習の科学的概念や知識を活用して子どもが自分で発見したり，また教師が与えたりする問題に

取り組み，解決して，新たな問いを発見する授業 

この「学びを豊かにする授業」に関する実践例を増やし，東雲教育研究会を通して提案してきた。

その中で，「学びを豊かにする授業」には，学習内容（主発問）が児童・生徒にとって学ぶ必然性があ

るリアルな文脈の問いになっていることが大切であること，また，習得した知識・技能を活用させる

ためには，内化と外化の往還を行い，最後に内化を行わせる指導方法が有効であることが見出された。 

令和元年度からは，これまでの成果をふまえながら，小・中学校理科の学習内容のつながりを重視

した提案をしていくために，科学の基本的な見方や概念を柱として構成された「エネルギー」の内容

を中心に，「学びを豊かにする授業」について，それぞれの発達の段階でどのような手立てを講じてい

けばよいか，学習内容の系統性を重視して模索し，提案してきた。また，「学びを豊かにするための授

業」の創造に向けて，より具体的な「めざす子ども像」や「教科等本来の魅力と学びのつながり」に

着目して，「教科等本来の魅力と学びのつながりの深化」をめざした研究を行ってきた。なお，「理科

本来の魅力」は，これまで提案してきた「学びを豊かにする授業」とほぼ合致すると考え，以下のよ

うに設定した。 

理科本来の魅力 

既習の科学的概念や知識を活用して子どもが発見したり教師が与えたりする問題に，発達の段階に

応じて，子どもが考案した観察・実験に取り組み，そこで得られた結果を考察する過程で問題を解決

して，新たな問いを発見すること 

具体的な実践研究を積み重ねる中で，理科本来の魅力に迫るための授業を構想・実践するためには，

以下の 4 点が重要であることが明らかとなった。 

理科本来の魅力に迫るための授業構想・実践のポイント 

① 児童・生徒にとって学ぶ必然性のあるリアルな文脈の問いの設定  

② 科学的探究活動における内化と外化の往還を促す教員の立ち振る舞い 

③ 既習の知識・技能の活用を促す，科学的探究活動における内化と外化の往還場面の設定 

④ 実社会や実生活の文脈と科学的知識や技能との関連付け 

  このように，平成 27 年度～令和 3 年度まで，本校理科部では「グローバル時代をきりひらく資質・

能力」の育成を目指し研究を積み重ねてきた。 

 

Ⅱ 本年度の研究計画 

１ 研究の目的 

今年度は，これまで本校理科部で追求してきた，「理科本来の魅力に迫る授業」を，「理科本来の魅力

に迫るための教員の資質・能力」という視点で整理し，その視点に基づいて教員が授業を構想，実践す



ることにより，「①児童・生徒が理科本来の魅力に迫ることができたか ②そのための教師の手立てが

有効であったかどうか」の 2 点について検証することを目的とする。 

なお，「理科本来の魅力に迫る授業」や「理科本来の魅力に迫るための教員の資質・能力」において，

理科本来の魅力に迫る主体は児童・生徒と捉えており，以下同様である。 

 

２ 研究の方法 

 本研究では，はじめに，本校が規定した「教科等本来の魅力に迫るための教員の資質・能力」のカテ

ゴリー（主題説明参照）に基づき，これまでの研究成果を踏まえ，「理科本来の魅力に迫るための教員の

資質・能力」を規定する。次に，小・中学校それぞれで，「学びのつながり」を意識して，「理科本来の

魅力に迫るための授業」を構想・実践する。最後に，実践した授業を児童・生徒の発話や記述を基に分

析することにより，「①児童・生徒が理科本来の魅力に迫ることができたか ②そのための教師の手立

てが有効であったか」の 2 点について検証する。児童・生徒の変容を基に，授業構想・実践における手

立ての有効性を検討することで，本校理科部で規定した「理科本来の魅力に迫るための教員の資質・能

力」の妥当性を吟味する。 

 

３ 理科本来の魅力に迫るための教員の資質・能力 

 「理科本来の魅力に迫るための教員の資質・能力」を規定するにあたって，これまでの研究成果を，

本校が規定した「教科等本来の魅力に迫るための教員の資質・能力」のカテゴリー（主題説明参照）に

基づき分類・整理した。次に，本校理科部で，児童・生徒が理科本来の魅力に迫るために必要な教員の

資質・能力を，「授業構想力」「授業実践力」「授業分析・評価力」の 3 つの視点に基づき議論を行った。

その結果規定した教員の資質・能力を表 2 に示す。なお，下線部は昨年度までの研究で明らかにしてき

た理科本来の魅力に迫るための授業・実践のポイントである。 

 

表 2 理科本来の魅力に迫るための教員の資質・能力 

資質・能力 視点 資質・能力の説明 

授業構想力 

目標設定 

・児童・生徒にとって学ぶ必然性のあるリアルな文脈の問いの設定 

・評価規準を達成した具体的な児童・生徒の姿の想定 

・学習内容に関する児童・生徒の素朴な考えの想定 

・予備実験に基づいた実験時における具体的な児童・生徒の姿の想定 

教材研究 

（開発） 

・既習の知識・技能の活用を促す，科学的探究活動における内化と外化

の往還場面の設定 

・実社会や実生活の文脈と科学的知識や技能との関連付け 

・児童・生徒の実態や素材の特性を踏まえ，素材を教材化する視点 

・分野（領域）の特性に応じた科学的探究活動の設定 

・各実験器具の性能や再現性，測定装置の誤差についての理解 

授業実践力 指導技術 ・科学的探究活動における内化と外化の往還を促す教員の立ち振る舞い 

授業分析・

評価力 
評価 

・授業前に想定した，評価規準を達成した具体的な児童の姿に基づき，

児童・生徒に対する形成的評価を行う視点 

 

 以下に，「理科本来の魅力に迫るための教員の資質・能力」の表 2 下線部についての具体を示す。 



 はじめに，「児童・生徒にとって学ぶ必然性のあるリアルな文脈の問いを設定すること」について検討

した。「学ぶ必然性のあるリアルな文脈の問い」を設定することは，既習事項や，これまでの学びの文脈，

日常生活の文脈，児童・生徒の実態等を総合的に判断し，児童・生徒が必然性をもって学習に取り組む

ことができる問題を設定する力と捉えることができる。よって，「授業構想力」のうち，「目標設定」に

含まれる教員の資質・能力であると思われる。 

次に，「既習の知識・技能の活用を促す，科学的探究活動における内化と外化の往還場面の設定」と

「実社会や実生活の文脈と科学的知識や技能との関連付け」について検討した。既習の知識・技能の活

用を促すために，内化と外化の往還場面を設定することは，具体的な授業場面で考えると，「個人思考

（内化）→グループ思考（外化）→再個人思考（内化）→全体思考（外化）→振り返り（内化）」のよう

に 1 授業における学習形態や活動の流れを構成することと捉えることができる。また，実社会や実生活

の文脈と科学的知識や技能との関連付けを行うことは，先述した「リアルな文脈の問い」の設定に大き

く関連することであり，日常の文脈に基づく児童の素朴な考えと，科学の文脈に基づく学習内容を関連

付けながら学習を進めることで，児童・生徒が必然性をもって学習に取り組むことができると考えられ

る。さらに，実社会や実生活の文脈と科学的知識や技能との関連付けを行うためには，授業構想段階で，

学習内容と実社会や実生活との関連を検討し，そこに起因する児童・生徒の素朴な考えを踏まえながら

素材の選定や，教材開発を行うことが重要となる。以上のことより，「既習の知識・技能の活用を促す，

科学的探究活動における内化と外化の往還場面の設定」と「実社会や実生活の文脈と科学的知識や技能

との関連付け」は，授業構想時に重要な教員の資質・能力と捉えることができ，かつ，授業の具体を検

討する際に重要である視点と考えられるため，「教材研究（開発）」に含まれると思われる。 

 最後に，「科学的探究活動における内化と外化の往還を促す教員の立ち振る舞い」について検討した。

先述したように，既習の知識・技能の活用を促すために，内化と外化の往還場面を設定することは，「授

業構想力」のうち「教材研究（開発）」の視点に位置付けられる。しかし，そのような学習形態を設定す

るだけでは，児童・生徒が既習の知識・技能を活用できるようにするためには不十分であり，そこに教

員の授業場面における教育的介入が必要となる。個人思考場面やグループ思考場面，全体思考場面それ

ぞれにおいて，児童・生徒の考えを見取り，実態に合わせて，児童・生徒の考えの視点を広げたり，焦

点化したりできるように促すことが，授業場面に必要な教員の資質・能力だと考えられる。よって， 

「科学的探究活動における内化と外化の往還を促す教員の立ち振る舞い」は「授業実践力」に含まれる

資質・能力であると思われる。 

 なお，今年度加筆した項目に関しては，今後授業実践における児童・生徒の変容を基に，妥当性を吟

味していきたい。 

 


